
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲ 47 ▲ 69 - -

597

0

【主な増減理由】
令和6年度から実施する新学習指導要領の対応に伴うシステム改修及び
旧課程履修者に対する試験問題の作成等に係る経費の増のため。

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

「大学入学共通テスト」の適切な改善を図り、円滑に試験を実施するために、問題作成方針分科会や問題作成分科会などの作問体制の充実を図り、知識・技能のみならず、思考
力・判断力・表現力等も重視した作問方針の策定、試験問題の作成を実施する。
また、令和6年度から実施する新学習指導要領に対応した「大学入学共通テスト」に向け、試験問題の調査研究や出題形式の研究・開発、実証実験を実施し、問題作成や試験実
施体制のあり方について検討を行う。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 2,076 1,023 844.3

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

2,076 1,024 844.3 937.3 989.2

予備費等（E) -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 1,433 913 550.3 597.4 989.2

- 47 69

独立行政法人大学入試センターに対し、定額を補助。

令和2年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) 690 133 225

339.9

339.9

令和5年度第1次補正予算

2023 文科 22 0153

文部科学省

政策 4　個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

中央教育審議会答申（平成26年12月）、高大接続システム改革会議の最終報告（平成28年3月）等を踏まえて、令和2年度から新たに実施している「大学入学共通テスト」につい
て、独立行政法人大学入試センターにおいて、知識・技能のみならず、思考力・判断力・表現力等も重視して評価を行う試験への適切な改善を図り、円滑に実施することによって、
各大学における受験生の能力・意欲・適正等を多面的・総合的に評価・判定する大学入学者選抜への転換を促進する。

大学教育・入試課
大学教育・入試課長
古田　和之

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について（教育再生実行会議第4次提言）」（平
成25年10月31日）、「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者
選抜の一体的改革について」（平成26年12月22日中央教育審議会答申）、「高大接続改革実行プラン」（平成27
年1月16日文部科学大臣決定）、「高大接続システム改革会議「最終報告」」（平成28年3月31日）、「第３期教育
振興基本計画」（平成30年6月15日閣議決定）、「AI戦略2021」（令和3年6月11日統合イノベーション戦略推進会
議）、「成長戦略フォローアップ」（令和3年6月18日閣議決定）、「大学入試のあり方に関する検討会議　提言」（令
和3年7月8日）

事業名 大学入学者選抜における共通テスト改革推進事業 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 4-1  大学などにおける教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/a_menu/kouritsu/detail/block30_00025.htm

事業概要URL
-

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 597.4

989

109%

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 100% 100%

高等教育振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
98%

主な増減理由（・要望額・予備費）

98%

令和6年度要求

　

　

　

(目)

0

大学改革推進等補助金

その他

989.2

大学入学者選抜の改革を進めるに当たっては、大学入学希望者を対象に、高等学校段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し、大学教育を受けるために必要な能力につ
いて把握する大学入学共通テストの継続的な改革や、個別大学における入学者選抜の多面的・総合的に評価・判定する選抜への改革が重要。
大学入学共通テストの試験問題は、高等学校学習指導要領に準拠して継続的・安定的に作成される必要があるところ、令和４年度から年次進行で実施される新学習指導要領へ
の対応が求められている。
また、「大学入試のあり方に関する検討会議　提言」（令和3年7月）で示された方向性等を受けた各大学の入学者選抜改革を推進するため、先導的な取組や課題解決に向けた具
体的な方策について調査研究するとともに、その成果を全国の大学に普及することが求められている。

令和6年度要求

-

-

-



-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである「大学入学共通テスト」に係る試験問題作成体制の充実、新学習指導要領に対応した試験問題の調査研究等が、最終目標である「大学入学
共通テスト」の円滑な実施に直接結びつくため。

11 1

成果実績

1

試験問題作成体制の充実や新学習指導要領に対応した試験問題の調査研究等が適切に行われることで、大学入学共通テストが円滑に実施できると考えられる
ため、成果目標として、大学入学共通テストの円滑な実施を設定した。

-

-％

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

1

-

- 年度

「大学入学共通テスト」を円滑に実施す
る。

-

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

「大学入学共通テスト」を円滑に実施す
る。

「大学入学共通テスト」の実施
活動実績 件 1

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

1

活動目標 活動指標

1

独立行政法人大学入試センターに対して、「大学入学共通テスト」に係る適切な改善と円滑な試験実施のために必要となる試験問題作成体制の充実や新学習指
導要領に対応した試験問題の調査研究等への支援を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人大学入試センターからの実施報告

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

「大学入学共通テスト」が円滑に実施されたかどうかは、定量的な評価になじまないため。

- - - -

目標値 - - - -



- -

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

本事業は、令和2年度から新たに実施している大学入学共通テストについて、独立行政法人
大学入試センターにおいて、知識・技能のみならず、思考力・判断力・表現力等を重視して
評価を行う試験への継続的な改善を図り、円滑に実施することによって、各大学における受
験生の能力・意欲・適正等を多面的・総合的に評価・判定する大学入学者選抜への転換を
促進する重要度の高い事業である。

アウトカムが複数段階設定できないとしているものについて、事業効果を適切に測るために複数設定できないか、引き続き検討されたい。

外部有識者の所見

定性的な指標を設定しているものについて、事業の効果を適切に測るために、定量的な指標を設定できないか引き続き検討されたい。

0146

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0011

-

-

令和2年度 文部科学省 新02 0013

0148

令和4年度 2022 文科 21

事業推進にあたっては、これまでの試行調査等の調査研究の成果を適切に活用するとともに、既に実施した「大学入学共通テスト」の問題評価・分析等の結果を
踏まえて適切に改善していくこととする。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 新29-0016

平成29年度 新29-0014

令和3年度

平成27年度

文部科学省 新32

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

本事業の実施のみで直接的な成果を求めるものではないため、定量的な指標設定や複数段階のアウトカム設定は困難であるが、引き続き事業効果を適切に測る
ことができる指標等の検討に努めたい。

事業内容の一部改善

執行等改善

-

平成30年度 145

平成23年度 -

平成26年度 -

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善



※令和4年度実績を記入。

　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

349

物品費 書籍　等 14

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

旅費 問題作成方針分科会旅費　等 108

計 845 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費・謝金 問題作成方針分科会、出題方法検討部会　等 374

その他 外注費・印刷製本費・会議費・通信運搬費　等

文部科学省
844.3百万円

「大学入学共通テスト」に係る適切な改善と

円滑な試験実施のために必要となる試験問

題作成体制の充実や新型コロナウイルス感

染症対策、新学習指導要領に対応した試験

問題の調査研究等を支援

Ａ．独立行政法人大学入試センター
補助金額 844.3百万円

知識・技能のみならず、思考力・判断力・表現力

等を重視した作問体制の整備、試験問題の作成

及び新教育課程への対応等を行い、「大学入学

共通テスト」を適切に改善し、円滑に試験を実施

【補助金等交付】



支出先上位１０者リスト

A.

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
独立行政法人大学入試セン
ター

5013205000379
「大学入学共通テスト」を適切改
善し、円滑に試験を実施

844 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率


	行政事業レビューシート

